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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「Performance Optimization for Parallel and Distributed Discrete Event Simulation 
of Large-Scale Systems（大規模システムの並列分散離散イベントシミュレーションにおける性能最
適化）」と題し、大規模システムの並列分散離散イベントシミュレーションにおける実行効率化の手法
を提案するもので、英語で全 6章から構成されている。 
 第１章「Introduction」では、本研究の背景として、大規模システムの並列分散離散イベントシミ
ュレーションについて総括的に述べ、その問題点をまとめている。また、それに対する提案手法の概
要と特徴について簡潔にまとめ、シミュレーション分野における本研究の位置づけに関して述べてい
る。 
 第２章「High Performance P2P Simulation」では、本研究の一つ目の貢献である、大規模 P2P シミ
ュレーションの高速化手法に関して論じている。提案は大きく３つからなり、P2P システムの並列分散
離散イベントシミュレーションを用いたモデリング方法、分散コンピューティング環境へのデータパ
ーティション方法、P2P シミュレーションのワークロード特性を考慮した実行最適化の方法、に関して
述べている。また、実際に分散ハッシュテーブルのルーティングアルゴリズムを利用した評価実験に
て、提案手法の有効性を実証している。 
 第３章「Exact-Differential Simulation」では、本研究の二つ目の貢献である、並列分散離散イベ
ントシミュレーションにおける冗長処理の削除手法 Exact-Differential Simulation に関して、その
アルゴリズムとソフトウエア構築方法を論じている。また、Exact-Differential Simulation の社会交
通シミュレーションへの適用方法に関して述べており、実際の交通データを利用したシミュレーショ
ンによって、提案手法の有効性を実証している。 
 第４章「Large-Scale What-If Analysis」では、本研究の三つ目の貢献である、Exact-Differential 
Simulation を利用した What-If Analysis の高速化手法に関して論じている。具体的には、
Exact-Differential Simulation を 利 用し たシ ミュ レー ショ ンク ロー ニン グ手 法で あ る
Exact-Differential Cloning を提案し、第３章で述べたソフトウエアからの拡張方法を示している。
Exact-Differential Cloning によってシミュレーションタスクの並列実行を実現し、実際に社会交通
シミュレーションを用いた What-If Analysis において、提案手法が有効であることを実証している。
 第５章「Cost Optimization to Cloud Computing」では、本研究の四つ目の貢献である、クラウド
コンピューティング上でのシミュレーション実行のコスト最適化手法に関して論じている。シミュレ
ーションのワークロードに応じて、実行中に仮想マシンの利用数を調整し過剰供給を抑えることで、
課金コストを削減する。また、実行中に仮想マシン数を変えるには、実行の中間状態をマイグレーシ
ョンする必要があるが、本提案ではそのマイグレーションの高速化に関しても述べている。社会交通
シミュレーションを用いた評価によって、提案手法が有効であることを示している。 
 第６章「Conclusion」では、本研究の総括を述べるとともに、今後の方向性を示している。 
 以上のように、本研究は、大規模システムの並列分散離散イベントシミュレーションにおける実行
効率化の手法を提案し、またその有効性を確認しており、理学上貢献するところ大である。よって本
論文は博士（理学）の学位論文として十分価値があるものと認める。 
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